








要約:富山スタディの10109 名の対象のうち、現時点でデータ入力済みの 2003 名の家族歴

調査データから、各生活習慣病について性・年齢別既往割合を算出するとともに、性、年

齢の違いが既往割合に与える影響をロジスティック解析によって推定した。家族の性の違

いが既住割合に与える影響は大きく、同年齢でも高血圧を除き既往割合は男性では女性の

1.8 倍から 2.8 倍となり、家族歴評価では家族の性を考慮した解析の必要性が示された。

年齢ではいずれの疾患でも 70 歳未満での影響が大きく、1 歳の違いが 1.1 倍前後の違い

を生み、家族歴評価で年齢を考慮すべきことが示された。


